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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する
＜連絡事項＞

· 山田（万）特別休暇のため勤務変更あり。
　　兵藤（7/17・18日勤→遅Ｂ）
　　佐々木（7/21～25日勤→遅Ｃ）

· 第3回院内研修が7月15・16日17:30からメモリアルホールにて開催。14日までに出欠表に入力すること。

· 職員旅行２班部屋割りが変更となっているので該当するスタッフは確認する事。

· 庶務より、硫化水素自殺防止に伴い、六十ハップの購入に制限がかかり在庫を持つことが困難となったため、使用する際は早めに発注すること。
＜外来情報＞

· 大久保恒夫様～ここ1週間ばかり夜眠れず体調が悪い。睡眠薬増薬となる。通所利用について火～

金曜日の週4回で担当医から許可が出ている。

· 細越　定生様～次回外来時（7/17）採血予定。血糖値が高めである事に対し、本人は1週間に1

回エアロビクスを行っているから改善していると思うと話している。担当医より

1週間に1度ではあまり効果は期待できないことを伝えている。

· 小野寺文明様～本日採血を行っている、尿検査の結果異常は無し。左手第1指はゲームをして

いないから治ったとのこと。脳が痺れる感じがたまにあると訴えており、担当医

より様子を見るように説明受けている。

· 種市　久子様～町内会費4200円徴収されたことに対しての不満を話している。

· 富田　紀子様～頭痛も無いし特に変わりなく順調に過ごしている。

· 奥山以依子様～右足第１指が深爪してしまったと報告。出血は無い。

· 中居美津子様～右下肢痛がありロキソニン内服しているが、胃の調子が悪くなり胃薬をもらいたい

とのことで、ＦＫ散を1週間分処方となっている。

· 赤坂　順一様～栄養指導を行っている。

· 柳町　信之様～排便時2回出血している、その他は変わりない。

· 鹿原　博夫様～特に変わりない、幸房ではパンを10種類作っている。

· 平　康子　様～7/10採血予定。薬を飲んで頭痛は無くなった。体重64.8kg

· 前野　義勝様～疲れが取れないことと頭痛の訴えがあり、カロナール処方となっている。本人の

話では幸房スタッフと話し合い仕事量を減らし今はチラシ配りだけ行っている。

それでも疲れるようであればデイケアの利用を考えていくとのこと。

· 中居　松男様～本人より「特に気分が高くなってはいない、日中は眠くなる」とのこと。いつもよ

り呂律がまわらず言語が不明瞭であった。薬はそのままで様子を見る。

· 長瀬紘一郎様～明日、平和病院で検査予定。

· 大久保康弘様～「喉が乾き1日4～5リットルの水を飲んでしまう、尿も近くなる」「夜暗い所

での不安感はない」と話している。担当医より飲水は2リットルぐらいに抑える

ように伝えている。

· 鈴木恵美子様～前回採血した結果、血糖値47、HbAlc5.6であった、本人は何とも無いとのこと。

今までのデータでも3回ぐらい血糖値50を下回ることあり。様子観察すること。

＜利用者様情報＞

· 高橋　百壽様～今朝「胸焼けがする」と訴えがあり、スタッフより油分の多い食事を控えるよう伝

えている。

· 北村　奈美様～本人よりスタッフへ面談希望あり。

①メンバーの田向玲美様について「トイレやプログラム、休憩時間など何をするときでも自分に付きまとってくるので自分のやりたい事を阻害されているように感じる。苦手というよりも嫌いに近い感情をもっている。田向さんが早く就労してナイトケアに移ればいいのに。」という発言がある。

②園芸プログラムで一緒のグループになっている江刺家陽輝様に対して、嫌悪感を抱いており「いなくなって欲しい」との発言聞かれている。又、自身が苦手としているメンバーのリストを持参し、「園芸にならないようにして欲しい」と話される為、個人の自由で選択して頂いている為無理である事を伝えている。

⇒①②に対して

・相手がいなくなることを求めるのではなく、苦手な相手へ対してどのように付き合っていくのかを会得していく必要がある事を伝えている。

・今後本人へ対人面の対応方法を身につけてもらうと同時にプログラム内の調整などで対応していく。

③昨日、母親に対しての確認行為が過度となり（1項目についての確認を２時間に渡って行う等）、母親から「奈美と話をしていると具合が悪くなる」と怒られたとの事。その後母親とは確認行為について「２項目まで聞き返しも２回まで」という約束をしたと報告される。又、本人の気持ちとして、母親に怒られた事で落ち込み、デイケアに行きたくないと考えていたと話される。

⇒③について

・デイケアに来る事によって母親との距離を置ける事や、お母様の気分転換にもなる為、デイケアの利用は継続していく必要がある事を説明。

・聞き返さないためにはどのようにすれば良いか一緒に考え、数点を実施してみるようにアドバイスしている。

· 我満奈津紀様～青明舎より情報提供。
　　　　　　　娘様が登校拒否していることについて様々な理由が考えられるが、問題解決の為に
　　　　　　　学校教師や、児童相談所等と連携して検討していく。

⇒我満様のデイケア経過記録（半年分）を青明舎へ情報提供する予定。

· 柳町　信之様～外来受診時に近況の確認実施。「女性全員が恋人で、女性と目が合うと相手の思っ　

ていることが入ってきて子供ができてしまう。」「子連れの家族を見ると自分の子供だと思うけど、相手が話し掛けて来ないから自分から話し掛ける事もない。」「離島に自分の家族を集めて国家を作りたい。」という妄想的な発言がある。主治医や青明舎スタッフにもこのことを話しているとのこと。実際に性行為したのかという質問に対しては「そんないやらしいことはできません。自分は他の人と通信方法が違うから。」と話している。

食事は3食摂取しているがパン１枚で済ませる等摂取量が少ないとのこと。










